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紙媒体と電子媒体で管理されていた研究技術情報の検索に時間がかかる課題を解決するため、紙媒体の完全電子化と生
成AI（RAG機能）を導入し、過去の研究知見を瞬時に検索・活用できる環境を実現しました。

＜Y-BASE コンサル優良実装事例＞
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相談者 東ソー・ファインケム株式会社 様
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• 全社的なDX推進

• AI・生成AI ペーパレス化

電子化と生成AIで研究知見を“活かす”仕組みを実現

• 社内の研究技術情報が紙媒体と電
子媒体の２つで管理され、情報検
索に時間がかかっていた

• 蓄積された研究技術情報を迅速に
活用できず、研究開発業務の効率
化が課題

• 紙媒体の完全電子化と生成AI
（RAG機能）を組み合わせる構想
検討

• Y-Cloud生成AIサービスで試行導
入し効果を確認後、本格導入実施

• さらに全社DX推進に向け、生成AI
活用ワークショップを開催

成果

検討施策・
プロセス

今後の取組み

現場ヒアリングで
課題の整理実施

全社展開・現場主導
でAI利用へ

研究開発部にて
Y-Cloudで試行

• 課題の整理と改善の
方向性検討

• 紙媒体の情報を電子
化し、生成AIで検索
できる環境へ

• 体制整備
• 生成AI活用ワーク

ショップ開催

「調査検索」「資料作成業務」における業務効率化が進展

「全社的なDX推進に向けた生成AIの普及・教育活動」を実施

• 生成AI活用による生産性向上を中心としたDXの取組み推進に向けて
各課にDX推進キーマンの配置検討など

膨大な資料より情報検索時間

約60分/件 削減

特許・文献の要約時間

約110分/件 削減

スライド資料作成（構成・内容）

約55分/件 削減

研究データ関連情報など
チャットボット化で技術伝承


